
亀田郷土地改良区だより⑸　平成25（2013）年10月１日 第　115　号

　新潟県内で土地改良事業が開始されて110年目、新潟県に耕地整理課が
設置されて100年の節目を迎えたことを記念して、６月13日、新潟県民会館大
ホールにおいて「新潟の土地改良100年を祝う集い」が開催されました。
　記念式典では、1,200名の関係者が集い、新潟の土地改良の軌跡を振り返
るとともに、早稲田大学政治経済学術院・堀口健治名誉教授より「これから
の土地改良制度を考える」と題して記念講演が行われました。
　また、阿賀野川土地
改良区の石塚厚主査と
亀田郷土地改 良区の
越山直子主任により宣言

「土地改良の夢を語る」
が読み上げられた後、会
場全員で「ふるさと」を
合唱し、次の節目にむけ
て、農業・農村の発展に
全力を尽くす決意を新
たにしました。
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 平成23年度施工
団体営土地改良事業優良工事表彰

　去る６月13日、新潟県民会館大ホールにて、新潟県農村振興技術連盟
主催による平成23年度団体営土地改良事業優良工事の表彰式が執り行わ
れました。
　表彰されたのは、亀田郷土地改良区発注の平成23年度地域農業水利施
設ストックマネジメント事業大曲排水路改修第３次工事で、亀田郷土地
改良区五十嵐理事長並びに請負業者の株式会社大橋組が出席し、受賞し

ました。
　この工事は、老朽化
した既設柵板・柵杭排
水路をコンクリート二
次製品（排水フリュー
ムH1,000×B1,200）に
より改修したものであ
り、冬季施工による現
場条件が厳しい中、適
切な工程管理や積極的
な安全対策が行われた
ことが高く評価されま
した。

　亀田郷中期計画２０１１は、おおよそ 10 年を見据えて事業計画の立案、維持管理体制の構築、新たな組織体制の創設、財務運営の確立の四本
柱を総合的に確実に実行することで、持続可能な運営を図り、農業・農村の振興、さらには組合員の農業経営の安定向上を目指しています。
　平成 23 年 11 月総代会で報告してから 2 年が経とうとしている中で、この間、計画に対して進捗状況について様々なご意見を頂いています。
　今回のたよりで組合員の皆様に現在の状況を報告し、今後の計画推進にご理解ご協力を頂きたいと思いますので宜しくお願いします。
⑴　平成 24年度までの実施状況

⑵　現在の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②会議経過
　現在、円滑かつ効果的に計画を推進するため、担当理事
を定め計画的に進めています。

　①推進体制の構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　総　　　　　括　　　山我副理事長
　　組　織　財　務　担　当　　　鈴木総務部会長
　　　　　　　　　　　　榎並副総務部会長
　　　　　　　　　　　　佐藤理事
　　　　　　　　　　　　川崎理事
　　事業維持管理担当　　堀川事業部会長
　　　　　　　　　　　　渡辺副事業部会長
　　　　　　　　　　　　三浦理事
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実　　施　　済
用排水路、揚水機場の更新計画策定
低コスト工法の研究（鋼矢板）
農地・水・保全管理支払交付金の活用
田んぼダム実証事業
アンケート調査の実施
新潟農業経営塾の開催
食と花の交流センター、アグリパーク活用の検討
施設の適切な保全管理体制の推進定着

（農地・水事業により 3,300ha)
公用車・ＯＡ機器等の経費縮減検討

工区規約例の作成
会計様式の作成
総代・分区長研修会の開催
経営移譲に伴う役員選挙規程の改正
職員就業規則、再任用規程の改正
賦課と特殊田の定義、地目と用途の整理
賦課滞納処分の確実な実行
本部工区の連携した賦課未納対応
各区路線事業費地元負担金の共通基金の半額助成
の廃止
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都市排水路の管理区分
業務ＯＡシステムを検討
用水管理委員会の見直し
揚水ポンプの運転停止マニュアルと集中制御システムの検討
低額工事の発注方法の検討
役員部会構成の検討
地域センターの一般財団移行
職員の資質向上の促進
職員の定員と構成の見直し

新しい基準での賦課徴収
基金の使途の精査
地元負担金に対する助成制度の検討
更新計画に基づいた基金積立額の目標設定
開発・区画整理に伴う従前払い下げ、換地後の売却・賃貸等
の調査・検討
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低コスト工法の研究（コンクリート水路）
排水対策基本構想検討
国営事業のアプローチ

出張所の廃止
事務機構の再編

中期計画の実行により賦課金を 1 万円／
10a に引き下げ
保有資産の洗い出しと計画的処分
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・平成24年度までの進捗状況と今後の予定
・出張所廃止実施要領について
・工区規約例について
・会計様式統一について
・出張所廃止実施要領について
・工区規約例について
・会計様式統一について
・役員選挙について
・土地改良施設更新計画について
・各区路線事業費への助成制度について
・共通路線の草刈り経費及び発注方法の検討について
・役員選挙について
・部会について
・職員の人員体制について


